
つるがしま里山サポートクラブ 活動報告書（令和２年度）2020

活動日時
月 日 曜日 開始 終了 場 所 会員参加数

４ ２５ 土 ９：０0 １３：００ 五味ヶ谷市民の森 １１名

活動名称 五味ケ谷市民の森・整備活動 報告者：吉井 優

１、活動目的

毎年行っているタケノコ堀りイベントは、武漢ウイルス問題で中止した。しかし今年はタケ

ノコが大量発生しているため、育った竹を伐採するより、タケノコの状態で駆除するほうが

安直なため、残すタケノコと駆除するタケノコを選別し、タケノコを採取した。

２、活動内容ほか

竹林では、散策路、広場、隣地との隙間、その他混雑している竹林の中のタケノコを駆除

した。先週５０本くらい駆除したが、今回も同じくらい駆除できた。

除の選別は、散策路、広場、南側瀧嶋家の塀沿い２ｍ区間は、無条件に削除する。４月初

旬に発生する竹は、素性がよく、太く育つため、できるだけ残したい。したがって、竹林内

のタケノコは、直径２０ｃｍ以上は無条件に残す。現在生えている竹から５０ｃｍ離れたタ

ケノコは残す。 これにより竹林の中の空き地をなくすことができ、太く健康で見栄えの良

い竹が残された竹林になる。

また、別動隊が雑木林北側の道路にはみ出した枝の伐採も行った。

３、評価：

昨年も２倍ほど発生したタケノコだが、すでに３回駆除活動を行い、青々とした見栄えの

良い竹林が造形されようとしている。今後古い竹を伐採し、この竹林を維持していきたい。

４、課題

一昨年は、大量のタケノコが発生して、４月末にタケノコ堀りイベントを行ったが、その

後５月に大量にタケノコが発生し、毎年竹の伐採に労力を使った、今年は５月にタケノコ

駆除活動を行うことで、成竹の大量発生を抑え、後の伐採作業を軽減したい。

＜里山参加会員＞吉井、佐野、小沼、小澤、柳川、石川、柏木、橋本、上見、室、

福島

＜活動写真＞


